
 

 
  

命を守るために 
9 月１2日に避難訓練を行いました。今回の想定は地震です。地域の方々から子どもたち

の避難の様子を見ていただきました。子どもたちが訓練に取り組む態度、そして行動、とて

も立派でした。地域の方々からもたくさん褒めていただきました。1月 1日に大きな地震を

体験しました。単なる練習ではなく、これから起こるかもしれない地震として捉え、しっか

りと訓練をしなければならないという意識を感じました。 

大切なこととして、子どもたちに３つのことを話しました。一つ目は、放送をよく聞くこ

とです。どこが危ないのか、どこに逃げるとよいのか、正しい情報を基に行動することです。

東日本大震災、中越大震災等、正しい情報で行動できたかどうかで、生死を分けた方々がた

くさんいました。二つ目は、地震時には津波が起こる可能性があることです。海や川の近く

で地震が起こったとき、高所に逃げることができるかどうか、です。今回は 4階に避難しま

した。なお、上越市のハザードマップによると、有田小学校は地震による津波の心配はない

そうです。三つ目は、学校外でも正しい行動ができることです。地震はいつどこで起こるか

わかりません。自宅かもしれません。公園かもしれません。その時、今回の練習で行った「落

下物から頭や体を守る」「正しい情報を聞く」「安全な場所に避難する」等を自分で行える

かどうか、です。自分の命を自分で守れる人になってほしいと伝えました。そして、大切な

家族や友達の命も守ることができる人にもなってほしいと伝えました。 

命にかかわる小中学生の事件や事故のニュースが報道されています。例えば、交通事故。

全国で毎日のように起こっています。当校でも、学校前の横断歩道で子どもが青信号で横断

中に自動車が突っ込んできたことがありました。けが人等はでませんでしたが大事故になる

可能性がありました。自転車事故のニュースも多いです。ヘルメットをかぶらず、友達と話

しながら、ふらふらと自転車に乗っている子どもたちの姿を見かけたことがあります。命に

かかわる事故が起こりそうで恐ろしいです。不審者、ＳＮＳ、ネットゲームなど、小中学生

が巻き込まれた事件もたくさん目にするようになりました。知らない大人に脅されていたり、

親のクレジットカードを使い込んでいたり等々。当校の子どもたち、大丈夫でしょうか。 

あらためて、自分の命を自分で守ることができる子に育てていかなければ、と思います。

また、正しい判断や行動ができる子に育てていかなければ、と思います。繰り返し、繰り返

し、事例を基にしながら子どもたちに危険性を伝え、自分で正しく考え行動できるように指

導していきます。ご家庭、地域でも、子どもたちの命を守るために、子どもたちの危険な状

況を見逃さず、ご指導、ご支援をよろしくお願いします。 

 

なお、学校は子どもの命を最優先に対応します。重症が予想されるケガ、意識がもうろう

とするような疾病、緊急性が高いアレルギー症状など、命にかかわる可能性がある場合は、

即時、救急車を要請します。また、頭部等のケガなど医師の診断が必要な場合は、保護者に

確認の上、病院等へ学校職員が搬送します。ご理解のほど、よろしくお願いします。 
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【学校評価アンケートの結果より】 

当校の教育活動に関するアンケート調査にご協力いただき、ありがとうございました。調査結果をもとに、

教職員で子どもの成長について振り返り、学校としての受けとめや今後の方策等についてお示しします。 

児童：「学校に行くことは楽しい」…９２％ 

 

 

 

 

保護者：「あなたのお子さんは、喜んで学校に行っている」…９５％ 

 

 

 

 

子どもたちから、そして保護者の皆様方から９割以上の肯定的な評価をいただきました。今年度は、「じぶんも

みんなも大切にする子の育成」を重点目標とし、何よりもまず、子どもたちが学校に「行きたい」と願う姿を大

切にした教育に取り組んできました。４月初めの子どもたちの姿と比較しても、笑顔で教師や友達と関わる姿が

目に見えて増えてきたように感じます。 

肯定的な評価に喜びを感じつつも、私たちは「あまり・そう思わない」と回答した子どもたちが９％であるこ

とを重視し、この数値を減らせるよう、２学期も努力していきます。 

「様々な人とかかわり相手を思いやる子」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「誰とでも仲よく遊んだり、一緒に活動したりしている」や「誰にでも、あたたかい言葉をつかっている」の項

目は、肯定的評価が多く、児童はどちらも約 90％となりました。これは、昨年度と比較しても高くなっています。

今年度は、異年齢集団による「なかよし班遊び」が始まったことや、全校で仲間とのかかわりについて考える「あ

りペン・たーペン集会」を推進してきたことによる成果であると考えています。今後も引き続き、温かい言葉が

学校全体に広がるよう、努めていきます。あいさつについては、自分の挨拶がどう人から捉えられているのか、

振り返る活動を大切にしています。素敵な姿を認めながら、自然な挨拶につながるよう、働きかけていきます。 
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誰とでも協力して活動している 誰にでも、あたたかい言葉を使っている 

友達同士や家の人にあいさつをしている 地域の人にあいさつをしている 
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「学び合い、考えを深める子」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今年度は、タブレット端末の利用環境を整備し、より視覚的に学びが進められるよう工夫しています。「授業が

よく分かる」の項目では、児童の肯定的評価が 87.3％でした。子どもたちの学びが深まり、「わかった」「できた」

につながるには、まず教室の環境を整えること、そして自分もみんなも大切にする雰囲気をクラス全体に作り出

すことが必要であると考え、研修や会議を重ね、取り組んできました。今後も、子どもたち自ら進んで「学びた

い」と願うような授業になるよう、学習ルールを守ることの大切さや日々の積み重ねが力になることを子どもた

ちに伝えていきます。 

 

「進んで運動する子」「生活習慣を身に付けている子」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「よく運動したり、体を使って遊んだりしている」の項目では、児童の肯定的評価が 88％でした。猛暑でグラ

ウンドや体育館が使えない日もありましたが、子どもたちは遊ぶ場所を見つけて元気に活動しています。 

「早寝早起きの習慣化」と「アウトメディアの取組」の項目では、児童の肯定的評価が、それぞれ 78.4％、

80.5％でした。今回の児童のアンケートで、この２項目だけが、昨年度より下がる結果となりました。深夜まで

オンラインゲームを友達と LINE 通話しながら遊ぶといった話も聞こえてきます。正しいメディアの使い方と早

寝早起きすることの効果を今後も伝えていきます。ご家庭でも引き続き、ご協力をお願いいたします。 
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授業がよくが分かる 毎日、時間を決めて家庭学習に取り組むことができる 

話し合い活動について 学習ルールを守っている 
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よく運動したり、体を使って遊んだりしている 早寝、早起きをしている 

メディアについて、家庭で決めたルールやマナーを守っている 
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